
漁船海難月報
第七管区海上保安本部
交通部安全対策課 発行

県別内訳表は、各県に所
在する海上保安部署の担
当海域にて発生した海難
の合計数を示しています。
数値は速報値です。

海 上 保 安 制 度 創 設 7 0 周 年

１０月の漁船海難発生地点

県別内訳

１０月 H30累計

山口県 5 １２

福岡県 3 １５

佐賀県 1 ６

長崎県 6 ４０

大分県 3 １５

＜事故事例＞

自動操舵で航行中、衝突

（見張り不十分・回避動作不適切 ）

Ａ丸は、自動操舵で漁場に向かっていましたが、

前方の見張りをしなかったため、Ｂ丸に気付かず

衝突してしまいました。

一方、Ｂ丸は、漂泊して一本釣り漁をしていま

したが、衝突直前まで全くＡ丸に気付いていませ

んでした。

平成30年11月1日、灯台150
周年を迎えました。

大破、浸水したＢ丸
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自動操舵での航行に注意！！
自動操舵使用中も前方の見張りを厳重にして

安全な航行に心がけましょう！

衝突海難が多発しています。

漁船海難隻数

（速報値）

衝突 ★ ８

乗揚 ● ３

火災 ▲ ２

運航不能
（機関故障）

▲ ２

運航不能
（推進器障害）

◆ ２

運航不能
（過放電）

■ １

合計 １８隻
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